
 

令和８年度  学校「学ぶ力」育成プログラム 
自ら課題を見付け、自ら学び、自ら問題を解決する資質・能力 

学校番号：25015 

 

実 

態 

「学ぶ力」 

成 果 課 題 

◇昨年「どの子も主体的に学ぶための授業」を研究したことで「どの子も」活躍

する姿が見られるようになってきた。 

◇教材との出会いを大切にし、子どもとの実態に合わせた授業づくりを行うこと

ができた。そのため、児童が意欲的に取り組んだりつながりを意識したりして

学ぼうとする児童が増えてきた。 

◇札幌市の共通指標から、「自分の意見を進んで発言しようとしている」児童の

割合が低い。個の学びを全体の学びにつなげる自信と発信力に差がある。 

◇児童の中には、学びの積み上げ、つながりが不十分であったり、意欲が持続し

にくかったりする児童もいる。（４月からの積み重ね、授業のつながり、意欲

の持続が重要） 

「学ぶ力」の基盤〈協働を通して磨く  相互承認の感度 〉の現状と課題 

◇日々の学級風土・授業だけでなく、縦割りグループによる異学年交流の実施や運動会などブロック学年との取組、１年を通してのあいさつ運動など、人
との交流が、思いやりのある言葉遣い、他者を受け入れる姿に繋がっていると考える。他者を受け入れると同時に自己も受け入れ、引き続き、自分に自
信をもてるような場や価値付けが重要となると考える。 

「学ぶ力」の育成のために着目する資質・能力 

「つながり」を広げ、どの子も主体的に学ぶ力 

取 

組 

課題探究的な学習の推進 に向けて 自治的な活動の充実 に向けて 

研究テーマ「どの子も主体的に学ぶための授業」の実現 
◇「どの子にも」居場所がある、「できた・わかった」がある授業構築 
→それぞれの考えが生きる授業展開の工夫 
→お互いの考えを認め合う学級風土づくり 
◇「自分の目標・目的・課題意識に向かって」学んだり、「自分 
なりの方法で」調べたりする、個別探究の場の設定 

→「解決したい」「考えたい」などの思いから「自分から」が 
生まれる教材化や教師の関わり 

◇自分の学びや成長を振り返る場の設定 

 →どんな力が自分に身に付いたかなど、授業内での振り返り 

 →前後期のキャリアパスポートでの振り返り 

 ◇小・中学校連携による学びをつなげる工夫 

 →三校合同あいさつ運動・アンケートの実施 

 →「小中グラウンドデザイン」に基づいた小中一貫パードナー校

において、児童の実態把握と育てたい力の確認 

「学ぶ力」の育成の一層の充実を図る ICTの活用について 

  

◇ＩＣＴを活用した導入の手立て・考えの交流    ◇クロムブック持ち帰りによる自主学習   ◇係活動・委員会活動でのクロムブックの活用 

 

＜本プログラムの実行に向けて＞ 

新年度 

◇本プログラム共有 
   ・研究全体会（5 月 1５日） 
   ・学校 HP で公開 
 

〔一人一人の教職員〕 

◇日常の授業・教育活動 
◇各自の研修 
（札教研、年次研修等） 

 

〔学校全体〕 

◇実践交流／校内研修 

◇スキルアップデイ 
◇子どもの育ちを共有 
・学年研修、パートナー校 

次年度へ 

◇学校評価 
◇成果と課題を共有 
 ・研究全体会 
 

 

目標・目的・意図を明確にして活用することを目指す   


